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Parents’ coping behavior with toddlers’ unpleasant behaviors:
Focusing on perceiving children’s unpleasant behaviors
Marika OSAWA and Haruyo FUJISAKI 
We conducted a questionnaire survey with parents of children of toddlers. We examined the relationship 
between parents’ coping behaviors and toddler’s unpleasant behaviors, parents’ perception of toddler’s 
unpleasant behaviors, and parents' perception of toddler’s in general. We developed the Perspectives on 
Children Scale to assess coping with unpleasant behaviors by parents and clarify unpleasant behaviors. The 
result of the correlation analysis indicated that the more a toddler was considered to be a person, the more the 
toddler was able to respond positively to explanations and persuasions. However, the more a toddler was 
considered to be a personal belonging of the parents, the higher was the parents’ unease and embarrassment 
with the toddler’s behavior, and applying pressure on the toddler. It seemed that toddlers recognized parents 
who respond adaptively to their disgusting behaviors. Moreover, toddlers recognize not only that they are 
individuals, but also that they are immature and need adults’ protection. Responding with explanations and 
persuasion might reflect the adult’s recognition of the toddler’s growth and respect for children’s abilities, as 
well as protecting children by attending to their need for protection by adults.














































































































































































































































































































（内訳：20代 7名 （4.4％）、30代100名 （63.4％）、
40代51名 （32.4％））、そのうち母親が155名
（96.3％）、父親が 6名 （3.7％） であった。また、
子どもの数は 2名 （52.2％） が最も多く、次いで
1名 （24.2％）、3名 （18.6％）、4名 （3.7％）、5名
（0.6％）、6名 （0.6％） の順に多い結果となった。





























































の人間〉 因子とした。第 2因子は 5項目で構成さ
れており、「子どもは、親に口答えしてはならな
い」や「子どもは、親のいうことを聞かなければ









































項目名 一個の人間 親の私物 不完全な存在 想定していた因子
子どもは、それぞれの個性をもっている  0.82 －0.02 －0.01 一個の人間
子どもは、素晴らしい力をもっている  0.78  0.01  0.05 一個の人間
子どもは、人間として尊重されなければならない  0.66  0.05 －0.05 一個の人間
子どもは、親とは別の一個の人間である  0.40 －0.07 －0.02 一個の人間
子どもは、親に口答えしてはならない －0.09  0.71 －0.02 親の私物
子どもは、親のいうことを聞かなければならない  0.14  0.59  0.08 親の私物
子どもは、きびしく教育しなければならない －0.04  0.53  0.11 親の私物
子どもは、親の思い通りに育てるべきである  0.06  0.42 －0.21 親の私物
子どもは、無能である －0.09  0.35  0.04 親の私物
子どもは、不完全である  0.02 －0.04  1.00 不完全な存在























得点（平均値 3.73, SD .42）、〈親の私物〉 因子得
点 （平均値1.81, SD .46）、〈不完全な存在〉 因子得
















項目名 被害的認知 肯定的認知 不安・戸惑い 想定していた因子
自分の育児が下手なのを子どもに責められている
ように感じた
0.82 0.09 －0.01 被害的認知
子どもにバカにされたように感じた 0.77 －0.10 －0.12 被害的認知
自分のことを「ダメな親だ」と評価されているよ
うに感じた
0.71 0.02 0.01 被害的認知
子どもに無視されたように感じた 0.71 0.15 0.04 被害的認知
子どもに裏切られたように感じた 0.65 －0.12 －0.11 被害的認知
子どもの悪意を感じた 0.60 －0.02 0.01 被害的認知
自分を否定されているように感じた 0.59 －0.03 0.01 被害的認知
自分の育て方に問題があったのではないかと思った 0.59 －0.03 0.16 否定的認知
子どもが自分に心を閉ざしているように感じた 0.40 0.01 0.15 被害的認知
子どもにとって必要な行動だと思った 0.11 0.89 －0.02 肯定的認知
子どもの成長にとって避けられない行動だと思った －0.10 0.79 0.16 肯定的認知
成長の過程で当たり前の行動だと思った 0.03 0.71 －0.10 肯定的認知
子どもが成長している証拠だと受け止めた －0.01 0.71 －0.04 肯定的認知
子どもらしいと思った －0.04 0.67 0.05 肯定的認知
子どもにどう関わればよいか悩んだ －0.12 －0.03 0.82 否定的認知
どうしてよいかわからず困ってしまった －0.03 －0.08 0.81 否定的認知
子どもの胸の内が分からず、不安に感じた 0.10 0.18 0.63 否定的認知
戸惑いを感じた 0.01 0.04 0.50 否定的認知


































また、〈親の私物〉 は【被害的認知】 （r＝ .30, p< 
.01）、【不安・戸惑い】 （r＝ .23, p<.01） との間に

























は .87、【肯定的認知】は .86、【不安・戸惑い】は 
.81と十分な値が得られた。3つの下位尺度の平
均値は、【被害的認知】因子得点 （平均値1.72, SD 
.60）、【肯定的認知】因子得点 （平均値3.22, SD 




























的態度》 （r＝ .39, p<.01） との間に正の相関が、




項目名 高圧的態度 説明・説得 想定していた因子
「ごめんなさいでしょ」など、謝罪を要求する  0.71  0.07 自己焦点型対応
親の予定や都合に強制的に従わせる  0.65 －0.02 自己焦点型対応
「そんな子は知らない」などと言ったり、無視をするなど突き
放した態度をとる
 0.62 －0.09 自己焦点型対応
「自分でやったんでしょ」「わざとする」など、子ども自身に責
任があることを伝える
 0.61 －0.02 自己焦点型対応
「なんで～するの？」「どうして～なの？」など、反語表現で叱る  0.58 －0.06 自己焦点型対応
「おかしくない」「あははじゃない」など、子どもの快表現を否
定する
 0.57  0.00 自己焦点型対応 
叩くなど、身体的な罰を与える  0.57 －0.18 自己焦点型対応
「～したら、…してあげる」など、交換条件を提示する  0.53  0.19 自己・子焦点型対応
「だめ」「～してはいけない」など、直接的な表現で叱る  0.51 －0.09 自己焦点型対応
子どもの前から立ち去るなど、子どもと物理的な距離をとる  0.41  0.20 自己・子焦点型対応
子どもの行動に対して笑ったり、言葉でからかう  0.34  0.06 自己・子焦点型対応
「悪い子」「頑固者」など、子どもの性格の悪さを伝える  0.33  0.04 自己焦点型対応
よい子でいられたときに、たくさんほめる －0.04  0.62 自己・子焦点型対応
「～だから、…してもらってもいい？」など、理由をつけてお
願いする
 0.02  0.56 自己・子焦点型対応 
子どもの得意なことをほめるなど、おだてることで親の指示に
従わせる
 0.15  0.52 自己・子焦点型対応
子どもの訴えに、じっくりと耳を傾ける －0.21  0.40 自己・子焦点型対応
「～さん痛いよ」「かわいそう」などと言って、他者の悲しい気
持ちを伝える
－0.08  0.40 自己・子焦点型対応
「～だからしてはいけない」など、やってはいけない行動の理
由を説明する
－0.01  0.37 自己・子焦点型対応
泣きまねをするなど、母親の悲しい気持ちを表現する  0.16  0.34 自己焦点型対応
表４　子ども観と、いやいや行動の捉え方と、いやいや行動に対する対処行動の相関係数
いやいや行動の捉え方 いやいや行動に対する対処行動
被害的認知 肯定的認知 不安・戸惑い 高圧的態度 説明と説得
子ども観
一個の人間 －.16  .36** －.06 －.13  .19*
親の私物  .30** －.27**  .23**  .39** －.18*
不完全な存在  .02  .20* －.00  .11  .09
いやいや行動に対する対処行動
高圧的態度  .47** －.23**  .36** － －

















スタ 1の 〈一個の人間〉 （ t＝5.73, p<.001） と
〈不完全な存在〉 （ t＝14.53, p<.001） は、クラス
タ 2よりも有意に高く、〈親の私物〉 （ t＝-4.16, p 
<.001） は有意に低かった。よって、クラスタ 1
の子ども観の各因子得点の特徴は、〈一個の人間〉











《説明・説得》 （r＝ .36, p<.01） との間に正の相関





態度》 （r＝ .36, p<.01） との間に正の相関がみら
れた。この結果から、いやいや行動に対して不安
表５　2つのクラスタの子ども観 3因子の平均値 （SD） の比較
クラスタ 1 クラスタ 2 t 値
一個の人間 3.92 （0.17） 3.62 （0.47）  5.73***
親の私物 1.63 （0.36） 1.91 （0.48） －4.16***





































































表７　2つのクラスタのいやいや行動に対する対処行動 2因子の平均値 （SD） の比較
クラスタ 1 クラスタ 2 t 値
高圧的態度 2.19 （0.47） 2.27 （0.51） －0.89
説明・説得 3.12 （0.43） 3.01 （0.38） 　1.66*
*p<.10
表６　2つのクラスタのいやいや行動の捉え方 3因子の平均値 （SD） の比較
クラスタ 1 クラスタ 2 t 値
被害的認知 1.61 （0.61） 1.78 （0.59） －1.68
肯定的認知 3.43 （0.64） 3.10 （0.59） 　 3.13**




























































































































間〉 と 〈不完全な存在〉 の値が高かった。このこ
とを踏まえると、有意差はあるものの、2つのク
ラスタの因子得点の差はわずかであり、「親の私
物」に当てはまる方々の行動が、「親の保護が必
要な 1人の人間」の方々の対応に比べて逸脱した
ものであるとは考えにくいことが推察される。そ
のため、子どもを親の私物と考えているかどうか
は外から見て判断しにくい。しかし、高圧的な態
度であるかどうかは 1つの判断目安になり得るの
ではないだろうか。子どものいやいや行動が頻繁
にあり、不安や戸惑いを抱えている養育者を助け
ることができるよう、専門家は養育者の子どもに
対する行動をよく観察し、支援に繋げることが求
められるだろう。
４．今後の課題
今回の調査では、第一子がToddler期の頃のこ
とを想起してもらう形での回答であった。そのた
め、子ども観やいやいや行動の捉え方が、回答さ
れたものと当時のものとでは異なっている可能性
は否定できない。また、子ども観と捉え方と対処
行動について、想起してもらう時期を教示で変え
たものの、Toddler期と大きな枠で捉えると同じ
時期であり、正確に想起することは難しかったの
ではないかと思われる。そのため、今回の研究で
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